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英語学習にたいする理由、目的および態度について
－沖縄国際大学英米言語文化専攻１年生の場合－
English Learning: Reasons, Objectives and Attitudes
　　　　　　―Amongst First-Year English Majors























　参　加　者：英米言語文化学科1年生：⑴  2014年43名（男10名 / 女33名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⑵  2009年46名（男10名 / 女36名）
　実施年月日：2014年2月4日 /  2009年1月26日
　質 問 項 目：12項目（付録参照）


























① 英語が好きだから 26名 60.46％
② 国際語だから 12名 27.90％
③ 将来英語関係の仕事につきたいから 22名 51.16％
④ その他（自由記述） 3名 6.97％
※ ①と②の複数回答 4名 9.30％
※ ①と③の複数回答 8名 18.60％
※ ②と③の複数回答 1名 2.32％
表1.2 　2009年1月実施　（回答者数　46名）
① 英語が好きだから 22名 47.82%
② 国際語だから 6名 13.04％
③ 将来英語関係の仕事につきたいから 28名 60.86％
④ その他（自由記述） 2名 4.34％




















① ネィティブ・スピーカー 7名 16.27％
② ノン・ネィティブ・スピーカー 　1名 2.32％
③ 両方 35名 81.39％
④ 分からない 0名 0％
表1.4　2009年実施（回答者数46名－この46名中には無回答
者６名を含む）
① ネィティブ・スピーカー 10名 21.73％
② ノン・ネィティブ・スピーカー 7名 15.21％
③ どちらでもよい 20名 43.47％





















































① 発音 5名 11.62％
② 文法 12名 27.90％
③ 語彙 16名 37.20％
④ 会話 10名 23.25％
表1.6  2009年（回答者数　46名）
① 発音 4名 8.69％
② 文法 11名 23.91％
③ 語彙 12名 26.08％
④ 会話 18名 39.13％

































































ネィティブ・スピーカー 66名（ 66.6％） 10名（21.73％） 7名（16.27％）
ノン・ネィティブ・スピーカー 　9名（ 9.09％） 　7名（15.21％） 　1名（ 2.32％）
どちらでもよい 24名（24.24％） 20名（43.47％） －
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付録
アンケート
（本研究ノートに関連する部分のみ記載）
※　このアンケートはEnglish Reading Ⅱの授業の改善を図るために行うものです。ご協力を
お願いします。
※　選択肢のある質問には該当する項目に○をつけてください。
Ｂ． 英語学習について
　7 　あなたが英語を勉強する目的はつぎのどれにあてはまりますか。
　　　①　英語が好きだから　　　②　国際語だから　　　
　　　③　将来英語関係の仕事につきたいから
　　　④　その他（できるだけ具体的に書いてください）
8 　英語を学ぶにはネィティブ・スピーカーの先生とノン・ネィティブ・スピーカー（日
本人）の先生ではどちらがいいと思いますか。
　　　①　ネィティブ・スピーカー　　　②　ノン・ネィティブ・スピーカー
　　　③　両方　　　④　わからない
9 　上記8の質問にネィティブ・スピーカーと答えた方に聞きます。あなたはなぜネィティ
ブ・スピーカーの先生を選ぶのですか。その理由を教えてください。（自由記述）
　10　英語を勉強する上であなたが一番力をいれている領域はつぎのどれですか。
　　　①　発音　　　②　文法　　　③　語彙　　　④　会話
　11　上記10の質問にたいするあなたの回答の理由を教えてください。（自由記述）
12　あなたが理想とする英語話者はどんな人ですか。なぜその人が理想の英語話者なのか
その理由も教えてください。（自由記述）
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